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ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
美
術
」
の
伝
播
に
関
す
る
一
考
察 

─
─

 

技
術
と
学
問
の

間
あ
わ
い

で ─
─

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

二 

村 

淳 

子 

  

は
じ
め
に 

ベ
ト
ナ
ム
に
「
美
術
」
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
一
九
二
五
年
開
校
の
イ
ン
ド

シ
ナ
美
術
学
校
（É

co
le d

es B
eau

x
-arts d

e l’In
d

o
ch

in
e

）
お
よ
び
そ
の
教
員

た
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一

。 

た
だ
し
、
「
美
術
」
と
い
う
言
葉
は
、
工
芸
や
工
業
と
の
関
わ
り
の
中
に
お

い
て
、
そ
れ
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
学
校
（éco

le 

d
’arts et m

étiers

）
、
産
業
芸
術
学
校
（éco

le d
’arts in

d
u

striels

）
、
装
飾
芸
術

学
校
（é

co
le

 d
’art d

éco
ratif

）
、
ま
た
、 

応
用
芸
術
学
校
（éco

le d
’arts ap

p
liq

u
és

）

を
称
す
る
機
関
も
、
都
市
部
に
複
数
存
在
し
て
い
た
【
表
１
】
。
こ
の
よ
う
な

機
関
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
美
術
」
の
受
容
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
思
え
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
資
料
が
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
研
究

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

                                        

                        

 

一

モ
ダ
ニ
テ
ィ
や
個
人
主
義
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
美
術
」
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ヴ

ィ
ク
ト
ー
ル
・
タ
ル
デ
ュ
ー
や
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
ン
ガ
ン
ベ
ル
テ
ィ
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス

の
画
家
た
ち
（
と
り
わ
け
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
の
教
師
画
家
）
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
、

多
く
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
挙
げ
る
二
つ
の
論
文
は
そ
の

典
型
例
で
あ
る
。N

ad
in
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n

d
ré
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in
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 d
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trê
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e
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筆
者
は
、
調
査
の
過
程
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
最
古
の
本
格
的
な
技
術
・

技
芸
系
教
育
機
関
は
、
一
八
八
三
年
に
設
立
が
決
定
さ
れ
る
サ
イ
ゴ
ン
の
工
員

養
成
学
校
（É

co
le

 d
’ap

p
ren

tissag
e
 d

e S
a
ïg

o
n

）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
学
校
の
後
に
次
々
に
開
か
れ
た
、
ハ
ノ
イ
職
業
学
校
（É

co
le

 

p
ro

fessio
n

n
elle d

e H
an

o
ï

）
、
フ
エ
職
業
学
校
（É

co
le p

ro
fessio

n
n

elle
 d

e H
u

é

）
、

ハ
イ
フ
ォ
ン
産
業
実
業
学
校
（É

c
o

le p
ratiq

u
e d

’in
d

u
strie

 d
e H

aïp
h

o
n

g
 

）
、

ナ
ン
デ
ィ
ン
職
業
学
校
（É

co
le

 p
ro

fessio
n

n
elle d

e N
an

 D
in

h

）
と
い
っ
た
技

系
学
校
は
、
産
業
に
従
事
す
る
人
材
の
養
成
や
、
職
工
・
職
人
の
生
涯
学
習
機

関
で
あ
り
、
植
民
地
と
な
っ
た
国
を
上
手
に
運
用
す
る
こ
と
（m

ise en
 v

aleu
r 

d
u

 
p

ay
s

）
を
目
的
と
し
二

、
フ
ラ
ン
ス
本
国
が
経
営
す
る
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ

ィ
エ
学
校
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
新
資
料
三

か
ら
確
認
で

き
た
。 

 

本
稿
は
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
式
の
技
術
系
教
育
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
「
美
術
」

と
い
う
概
念
を
伝
播
さ
せ
し
め
た
土
台
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
検
証

す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ラ
ン
ス
式
産
業
技
術
教
育
や
応
用
美
術
教
育
に
関

す
る
資
料
を
も
と
に
考
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 第
一
章 

手
仕
事
の
軽
視
と
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
準
備
校
の
計
画 

一
八
八
三
年
七
月
三
十
一
日
。
サ
イ
ゴ
ン
の
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
（C

h
arles 

T
h

o
m

so
n

, 1
8

4
5

-1
8

9
8

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
運
・
植
民
地
大
臣
に
宛
て
、
「
ア

ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
の
準
備
校
（u

n
e é

co
le p

rép
arato

ire d
’arts et m

étiers

）
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三 

本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ク
ス
＝
ア
ン
＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
海
外
文
書
館
に
保
管
さ

れ
て
い
る
「
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
の
手
紙
」
、「
ド
リ
ス
学
校
に
つ
い
て
」
、「
フ
エ
職
業
学
校

の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
」
、「
ハ
ノ
イ
応
用
美
術
学
校
に
つ
い
て
」
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
美
術
研
究

に
お
い
て
一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
資
料
を
参
照
し
て
い
る
。 
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を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
手
紙
を
送
っ
た
【
図
１
】
。 

指
揮
官
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
職
業
訓
練
学
校
の
企
画
自
体
は
、
一
八
八
〇
年

一
月
か
ら
既
に
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
海
軍
少
佐
が
集
め
て
き
た
資
金
に
よ
っ
て
、

サ
イ
ゴ
ン
の
機
械
工
を
養
成
す
る
学
校
を
テ
ス
ト
的
に
運
営
し
て
み
た
と
い
う

四

。
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
を
現
地
人
職
工
長
（
現
場
監
督
）
と
し
て
養
成
し
よ
う

と
す
る
過
程
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
指
導
者
た
ち
が
直
面
し
た
問
題
は
、
現
地
の
人
々

の
「
手
を
使
う
労
働
へ
の
嫌
悪
」
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
私
た
ち
の
試
み
は
完
全
に
は
成
功
だ
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
彼
ら
は
手
を
使
う
労
働
へ
の
嫌
悪
を
表
明

す
る
の
で
す
。
五 

  

こ
の
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
の
一
文
は
、
サ
イ
ゴ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
が
、
手

仕
事
を
軽
ん
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
中
国
の
社
会
が
生
ん

だ
人
文
的
な
教
養
観
は
、「
手
を
使
う
労
働
」
を
過
小
評
価
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
、
中
国
の
文
化
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
同
様
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
官
吏
登
用
試
験
に
及
第
し
た
知
識
人
が
文
芸
を
つ
か
さ
ど
り
、

手
仕
事
と
な
る
職
人
画
や
工
芸
は
「
匠
気
」
の
あ
る
も
の
と
し
て
退
け
ら
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
六

。 

そ
も
そ
も
手
仕
事
を
軽
視
す
る
傾
向
は
、
中
華
世
界
だ
け
に
特
別
な
ケ
ー
ス

で
は
な
い
。
西
洋
文
明
を
生
ん
だ
古
代
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
い
て
も
同
じ
だ
。

                                        

                        

 

四 

テ
ス
ト
運
営
し
た
と
い
う
学
校
の
名
称
は
次
の
通
り
。É

co
le 

d
e 

c
o

n
stru

ctio
n

 

p
ra
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u
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六 

中
国
の
文
人
と
手
仕
事
に
関
し
て
は
、
次
の
書
籍
を
参
考
に
し
た
。
西
槇
偉
『
中
国
文

人
画
家
の
近
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
三
一
三
頁
。 

周
知
の
と
お
り
、
ギ
リ
シ
ア
文
明
は
、
知
識
と
技
術
を
分
離
し
、
技
術
を
知
識

の
下
位
に
置
い
た
。
英
仏
の
「art

」
の
起
源
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
の

ars

の
相
当

す
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
テ
ク
ネ
ー
」
は
、
も
の
ご
と
を
処
理
・
操
作
す
る
能
力

で
あ
る
。
一
方
、「
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
」
は
、
真
な
る
知
識
を
把
握
す
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
二
つ
は
分
離
さ
れ
、
異
な
る
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
か
さ
ど
る
こ
と

に
な
る
。
西
洋
世
界
で
は
、「
手
の
仕
事
や
そ
れ
を
管
理
・
監
督
す
る
仕
事
さ
え
、

そ
れ
が
本
来
奴
隷
に
属
す
る
仕
事
だ
と
い
う
の
で
、
人
々
は
手
を
出
し
た
が
ら

ず
、
軽
蔑
」
七

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
十
七
世
紀
か
ら
、
か
よ
う
な
知
識
と
技
術
の
乖
離

を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
出
現
し
た
。
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
が
手
紙
の
中

で
使
っ
て
い
る
「
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
」
と
い
う
言
葉
は
、
離
れ
ば
な
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
知
識
と
技
術
を
結
合
さ
せ
る
試
み
を
実
現
し
よ
う
と

構
想
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
「
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
学
校
の
準
備
校
を
創
り
た
い
」
と
い

う
指
揮
官
の
言
葉
に
は
、
手
を
使
う
労
働
、
つ
ま
り
、
技
術
と
い
う
「
実
践
面
」

だ
け
で
な
く
、「
科
学
的
」
な
知
識
・
理
論
も
、
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
に
与
え
る
と

い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
。
総
合
的
な
教
育
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ

ム
人
た
ち
の
「
手
仕
事
へ
の
蔑
視
」
を
緩
和
し
た
い
と
指
揮
官
は
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
か
と
い
え
、
教
育
施
設
と
し
て
の
「
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
」
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
技
術
高
等
教
育
（en

seig
n

em
en

t su
p

erieu
r tech

n
iq

u
e

）

を
指
す
。
本
国
の
高
等
教
育
と
並
ぶ
教
育
機
関
を
い
き
な
り
植
民
地
に
創
設
す

る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
の
た
め
の
「
準
備
校
」─

─

お
そ
ら
く
は
中
等
教
育
相

当
の
施
設─

─

を
作
り
た
い
と
提
案
し
た
わ
け
だ
。 

フ
ラ
ン
ス
本
国
の
海
運
・
植
民
地
大
臣
は
、
こ
の
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
か
ら
の

手
紙
を
九
月
五
日
に
受
け
取
り
、
「
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
の
準
備
校
」
に

相
当
す
る
学
校
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
彼
ら
が
目
を
向
け
た
の
は
、「
ア

                                        

                        

 

七 

サ
ム
・
リ
リ
ー
『
人
類
と
機
械
の
歴
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
三
十
五
頁
。 
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ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
準
備
校
」
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る
、
ア
ル
ジ
ェ
の
地
中
海

沿
岸
に
あ
る
国
営
工
芸
学
校
「
ド
ゥ
リ
ス
学
校
（É

co
le d

e D
elly

s

）
」八
だ
っ
た
。 

一
八
八
四
年
五
月
二
十
六
日
、
海
運
・
植
民
地
省
は
、
ド
ゥ
リ
ス
学
校
を
当

時
運
営
し
て
い
た
通
商
大
臣
あ
て
に
「
コ
ー
チ
シ
ナ
の
職
業
学
校
の
創
設
に
つ

い
て
」
と
い
う
要
件
の
手
紙
を
送
り
、
サ
イ
ゴ
ン
に
お
け
る
学
校
創
設
計
画
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
い
る
。
手
紙
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

私
た
ち
植
民
地
に
は
、
こ
の
よ
う
な
〔
組
織
的
に
技
術
者
を
養
成
す
る
〕

学
校
が
ひ
と
つ
も
な
い
の
で
、
修
行
の
機
会
が
得
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
、

安
南
人
は
中
国
人
労
働
者
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
〔
…
…
〕
あ
な
た
が
た
の
機
関
、
ド
ゥ
リ
ス
学
校
の
機
能
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
ご
教
示
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ど
う
か
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
九 

 

海
運
・
植
民
地
省
経
由
で
イ
ン
ド
シ
ナ
政
府
に
送
ら
れ
て
き
た
ド
ゥ
リ
ス
国

立
工
員
養
成
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
【
図
２
】
に
は
、
入
試
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
、

数
学
、
化
学
、
地
理
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
の
一
般
知
識
、
そ
し
て
、
幾
何
学
デ

ッ
サ
ン
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
項
を
み
る
と
、
実
技
だ

                                        

                        

 

八 

こ
の
「
ド
ゥ
リ
ス
学
校
」
は
、
一
八
六
六
年
に
カ
ビ
リ
ー
語
研
究
者
の
ア
ド
ル
フ
・
ア

ノ
ト
ー
（A

d
o

lp
h

e H
an

o
teau

）
が
提
案
し
た
工
芸
学
校
で
あ
り
、
木
と
鉄
に
関
わ
る
技

芸
者
を
養
成
し
て
い
た
。
当
初
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
要
塞
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
学
校

（É
co

le d
es A

rts et M
étie

rs d
e F

o
rt-N

ap
o

léo
n

 et d
e D

e
lly

s

）
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ

た
が
、
一
八
八
〇
年
に
は
ド
ゥ
リ
ス
国
立
工
員
養
成
学
校
（É

co
le 

n
atio

n
ale

 

d
’a

p
p

ren
tissag

e

）
と
改
名
さ
れ
、
通
産
省
の
監
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
八

八
三
年
に
は
、
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
修
業
学
校
（É

co
le n

atio
n

ale d
’ap

p
ren

tissag
e
 

d
es a

rts et m
é
tie

rs

）
に
改
名
し
て
い
る
。
な
お
、
地
中
海
沿
岸
の
都
市
・
ド
ゥ
リ
ス
は
、

当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
で
あ
っ
た
。 

九 
L

ettre
 

d
u

 
2

6
 

m
ai 

1
9

8
4

, 
In

d
o

c
h

in
e
 

X
2

2
(1

), 
F

O
M

, 
sé

rie
 

g
éo

g
ra

p
h

iq
u

e
, 

In
d

o
/A

F
/3

1
6

, A
N

O
M

. 

け
で
は
な
く
、
教
養
や
理
論
の
講
義
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
読

み
書
き
・
文
法
、
算
数
、
歴
史
と
地
理
の
知
識
、
幾
何
学
・
物
理
・
科
学
、
力

学
、
デ
ッ
サ
ン
、
工
房
内
で
の
図
案
・
図
面
の
基
礎
、
お
よ
び
、
経
理
の
基
礎

が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
歴
史
に
関
し
て
は
、
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
フ
ラ
ン

ス
革
命
の
講
義
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
実
技
と
理
論
で
は
、
む
し
ろ
実
技
に
重

き
が
置
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
教
養
科
目
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
複
数
の
種
類
の
デ
ッ
サ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
も
目
を
向
け
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
デ
ッ
サ
ン
教
育
は
、「
手
仕
事
に
対

す
る
偏
見
と
軽
視
に
打
ち
勝
ち
、
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
養
成
し
て
い
く
の
に

有
用
」
一
〇

だ
と
考
え
ら
れ
、
十
七
世
紀
に
は
じ
ま
り
、
啓
蒙
思
想
と
と
も
に
十

八
世
紀
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
教
科
で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、
イ
タ
リ
ア

で
確
立
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
広
が
っ
て
い
っ
た
デ
ッ
サ
ン
教
育
が
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
経
由
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
導
入
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。 

 

第
二
章 

中
央
主
導
に
よ
る
技
術
・
技
芸
教
育
と
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル 

こ
こ
で
、
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
学
校
や
、
工
員
養
成
学
校
（éco

le
 

d
’ap

p
ren

tissag
e

）
、
そ
し
て
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
で
増
殖
す
る

職
業
学
校
（éco

le p
ro

fessio
n

elle

）
と
い
っ
た
十
九
世
紀
に
次
々
と
誕
生
し
た

産
業
の
た
め
の
技
術
・
技
芸
系
学
校
が
ど
ん
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
技
術
・
技
芸
系
学
校
の
「
実
用
技
術
」
は

農
業
・
工
業
・
工
芸
な
ど
の
、
人
間
の
技
能
と
関
連
す
る
技
術
一
般
を
さ
し
て

い
る
一
一

。
端
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
学
校
群
は
、
デ
ィ
ド
ロ
や
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル

                                        

                        

 

一
〇 

A
g

n
ès L

ah
alle, L

e
s é

co
le

 d
e
 d

e
ssin

 a
u

 1
8

è
m

e
 siè

cle : en
tre

 a
rts lib

é
rau

x
 et a

rts, 

p
re

sse
s u

n
iv

e
rsita

ire
s d

e R
en

n
e
s, 2

0
0

6
, p

. 3
0

. 
 

一
一 

エ
ミ
リ
ア
・
ヴ
ァ
イ
ン
「
社
会
博
物
館
」
（
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
・
ブ
ラ
ン
＝
モ
ン
マ
イ

ユ
ー
ル
著
、
松
本
栄
寿
ほ
か
訳
『
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
館
と
図
書
館
』 

玉
川
大
学
出
版
）

七
十
八
頁 
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ら
の
よ
う
な
百
科
全
書
派
た
ち
の
精
神
が
宿
っ
て
い
る
教
育
施
設
だ
。
と
い
う

の
も
、
こ
れ
ら
学
校
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
実
用
技
術
を
扱
う
職
人
た
ち

と
、
知
識
を
扱
う
学
者
た
ち
と
の
大
き
な
隔
た
り
を
埋
め
、
科
学
と
技
術
の
融

合
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
文
化
的
・
経
済
的
な
発
展
を
促
そ
う
と
す
る
目
的
が

そ
の
根
底
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
こ
う
し
た
科
学
と
技
術
の
融
合
へ
の

志
向
は
、
産
業
革
命
以
前
に
遡
り
、
絶
対
王
政
の
権
力
機
構
に
そ
の
芽
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
一
二

。
そ
も
そ
も
、
「
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
」
と
い
う
言

葉
自
体
が
、
ル
イ
十
四
世
の
財
務
大
臣
コ
ル
ベ
ー
ル
に
近
し
い
ピ
エ
ー
ル
・
ダ

リ
ベ
ー
ル
（P

ierre 
D

’A
lib

ert

）
一
三

な
る
人
物
に
依
頼
さ
れ
、
一
六
四
八
年
に

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
が
構
想
・
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
一
四

。
村
上
陽
一
郎
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
末
期
以
降
、
絶
対
王
政
は
、
自
分
た
ち
の
手
で

逸
材
を
造
り
出
す
た
め
に
、
制
度─

─
ル
イ
十
四
世
時
代
の
「
王
室
建
築
学
校
」

（A
cad

ém
ie ro

y
ale d

’arch
itectu

re

）
や
、
土
木
学
校
（É

co
le ro

y
ale d

es p
o

n
ts 

et ch
au

ssées

）
な
ど─

─

を
整
え
て
い
っ
た
。
そ
の
多
く
は
「
啓
蒙
主
義
、
叙
述

の
『
百
科
全
書
』
の
理
念
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
た
形
で
誕
生
し
」
一
五

た
と
い

う
。 王

室
主
導
に
よ
る
技
術
者
の
養
成
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
外
の
橋
梁
な
ど
の
土

木
整
備
に
必
要
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
輸
出
を
奨
励
し
て
国
内
産
業
を
保
護
す

る
コ
ル
ベ
ー
ル
の
重
商
主
義
政
策
を
強
化
す
る
た
め
に
も
推
進
さ
れ
た
。
コ
ル

                                        

                        

 

一
二 

村
上
陽
一
郎
『
技
術
と
は
何
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス 

昭
和
六
十
一
年
、
一
一
五

頁
。 

一
三 

ダ
リ
ベ
ー
ル
は
、
コ
ル
ベ
ー
ル
に
近
し
い
財
務
専
門
家
。
職
人
が
、
労
働
時
間
外
に

学
べ
る
学
校
を
創
り
た
い
と
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
に
相
談
し
て
構
想
さ
れ
た
と
い
う
。
デ
カ

ル
ト
が
構
想
し
た
の
は
、
同
じ
職
業
に
属
す
る
各
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
小
部
屋
を
持
ち
、

そ
の
部
屋
の
数
だ
け
、
指
導
者
や
親
方
（
メ
ー
ト
ル
）
が
い
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。 

一
四 

A
d

rien
 

B
a
illet, 

L
a

 
vie 

d
e 

M
o

n
sieu

r 
D

e
sC

a
rte

s, 
p

re
m

iè
re

 
p

a
rtie

, 
D

an
ie

l 

H
o

rth
em

els, P
a
ris, 1

6
9

1
, p

.4
3

3
-4

3
4

. 

一
五 

村
上
陽
一
郎
『
技
術
と
は
何
か
』
、
一
一
五
頁
。 

ベ
ー
ル
は
、
ゴ
ブ
ラ
ン
織
、
陶
器
、
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
新
旧
の
産
業
を
、
フ
ラ

ン
ス
に
大
き
な
富
を
も
た
ら
す
よ
う
に
入
念
に
整
え
た
わ
け
だ
が
、
一
六
四
八

年
に
発
足
す
る
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
（A

cad
ém

ie ro
y

ale d
e p

ein
tu

re 

et d
e scu

lp
tu

re

）
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
コ
ル
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
整
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
画
家
た
ち
は
、
ゴ
ブ
ラ
ン
や
セ
ー
ヴ
ル
と
い

っ
た
芸
術
産
業
の
王
立
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
の
監
督
・
指
導
役
で
も
あ
っ
た

か
ら
だ
一
六

。
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
の
発
足
の
裏
に
は
、
中
世
か
ら
盤
石
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
き
た
ギ
ル
ド
の
勢
力
を
打
ち
こ
わ
し
、
職
人
た
ち
を

王
の
名
の
下
に
再
組
織
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
王

権
は
、
作
り
手
た
ち
の
再
編
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
教
養
七

科
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
美
術
（B

eau
x

-arts

）
を
学
問
に
押
し
上
げ
た
わ
け
だ
。 

か
く
し
て
、
技
術
・
工
芸
分
野
、
そ
し
て
美
術
に
お
け
る
教
育
は
、
フ
ラ
ン

ス
に
お
い
て
は
、
絶
対
王
政
以
降
、
中
央
権
力
が
管
理
・
運
営
す
る
形
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
中
央
主
導
の
機
関
で
養
成
さ
れ
た
人
材
が
「
富
国
」

の
担
い
手
に
な
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
の
要
請
に
よ
っ

て
サ
イ
ゴ
ン
に
創
立
さ
れ
た
学
校
も
、
科
学
と
技
術
の
結
合
に
よ
る
文
明
の
発

展
を
目
指
す
公
的
な
性
質
を
も
つ
、
実
に
フ
ラ
ン
ス
的
な
学
校
で
あ
っ
た
わ
け

だ
。
こ
う
し
て
、
文
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
ア
ー
ル
・

ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
方
式
の
政
府
主
導
の
学
校
が
、
何
校
か
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

た
だ
し
、
総
合
教
育
を
行
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
手
を
使
う
労
働
に
対
し
て

の
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
、
す
ぐ
に
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
古
い
文
化
や
伝
統
が
浸
透
し
て
い
る
フ
エ
で
は
、
一
九

二
六
年
三
月
三
日
、
生
徒
た
ち
が
、
自
分
た
ち
が
同
じ
街
に
あ
る
「
リ
セ
や
コ

レ
ー
ジ
ュ
の
生
徒
に
比
べ
て
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
」
一
七

と
い
う
不
満
を
募
ら
せ
、

                                        

                        

 

一
六 

ゴ
ブ
ラ
ン
は
一
六
六
二
年
、
セ
ー
ヴ
ル
は
一
七
五
四
年
か
ら
デ
ッ
サ
ン
教
育
が
職
人

た
ち
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。 

一
七 

L
ettre d

u
 R

é
sid

e
n

t S
u

p
é
rieu

r en
 A

n
n

am
 ad

re
ssée au

 G
o

u
v

e
rn

eu
r G

é
n

éral d
e
 



5 

 

授
業
の
集
団
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
。
同
年
三
月
七
日
付
の
、
イ
ン
ド
シ

ナ
総
督
宛
て
の
安
南
の
理
事
（
パ
ス
キ
エ
）
の
手
紙
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。 

 
こ
の
さ
さ
や
か
な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
は
、
稚
拙
な
秩
序
と
、
初
等
教
育

を
終
え
た
若
い
子
た
ち
の
典
型
的
な
幼
稚
な
虚
栄
心
で
す
。
彼
ら
は
、
カ

ー
キ
色
の
服
を
着
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
自
分
た
ち
の
こ
と
を
、
白

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
る
同
輩
た
ち─

─

彼
ら
は
清
掃
に
関
す
る
労

役
を
し
て
い
な
い─

─
に
比
べ
て
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
込
ん
で
い

る
〔
…
…
〕
。
そ
れ
に
、
彼
ら
は
、
多
く
の
安
南
人
同
様
に
、
手
を
使
う

仕
事
の
尊
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
同
年
代
の
中
等
教
育
の
学
生
に
比
べ

て
、
彼
ら
は
フ
エ
の
文
人
た
ち
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
い
事
実
に
胸
を

痛
め
て
い
ま
す
。
一
八 

  

「
白
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
、
一
般
的
な
教
育
施
設
で
あ
る
リ
セ
や
コ
レ

ー
ジ
ュ
の
学
生
た
ち
の
制
服
で
あ
る
。
カ
ー
キ
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い

た
彼
ら
は
、
フ
エ
の
知
識
人
た
ち
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ

け
だ
。
こ
の
パ
ス
キ
エ
理
事
の
手
紙
や
、
先
の
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
の
手
紙
に
見

る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
産
業
発
展
の
た
め
に
は
、
仏
印
政
府
は
、
手
仕
事

の
軽
視
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
に
根
深
く
残
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス
ム
を
克
服
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。 

 

第
三
章 

「
美
術
」
不
在
の
「
応
用
美
術
学
校
」 

─
─

ハ
ノ
イ
応
用
美
術
学
校─

─
 

 

                                        

                                        

                                        

 

 

l’In
d

o
ch

in
e d

u
 7

 m
a
rs 1

9
2

6
 (É

co
le p

ra
tiq

u
e d

’in
d

u
trie H

u
é
, G

rèv
e, 1

9
2

6
, In

d
o

/G
G

I 

5
1

0
8

3
, C

en
tre d

e
s a

rch
iv

es d
’O

u
tre M

er). 

一
八 

Ib
id

. 

 

一
八
八
七
年
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
が
設
立
さ
れ
る
と
、
サ
イ
ゴ
ン
か
ら

ハ
ノ
イ
へ
と
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
の
中
心
が
移
る
。
ハ
ノ
イ
を
仏
印
に
ふ
さ
わ
し

い
都
と
す
る
た
め
に
、
今
度
は
、
ハ
ノ
イ
の
地
に
技
術
者
を
養
成
の
学
校
を
創

る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
九
年
二
月
に
、
ハ
ノ
イ
職
業
学
校
の
設

立
が
決
定
さ
れ
る
【
図
３
、
４
】
一
九

。
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
書
類
に

よ
る
と
、
こ
の
学
校
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
商
工
会
議
所
が
主
導
と
な
っ
て
設
立
・

運
営
し
て
い
た
実
業
学
校
で
あ
り
、
十
五
歳
か
ら
入
学
可
能
な
、
い
わ
ゆ
る
中

等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。 

一
八
九
九
年
七
月
三
〇
日
、
植
民
地
大
臣
に
宛
て
、
総
督
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ

ー
ル
（P

au
l D

o
u

m
er, 1

8
5

7
-1

9
3

2

）
は
、
こ
の
ハ
ノ
イ
の
学
校
の
詳
細
を
次
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
【
図
５
】 

 

ハ
ノ
イ
職
業
学
校
は
、
工
房
長
、
ま
た
は
、
産
業
作
業
、
建
築
物
の
建
造
、

公
共
土
木
事
業
な
ど
に
お
い
て
、
欧
州
人
を
補
佐
す
る
の
に
適
し
た
現
地

の
熟
練
手
工
業
者
を
養
成
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の

目
的
は
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
現
地
の
産
業
芸
術
の
維
持
お
よ
び
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
で
す
。
と
い
い
ま
す
の
も
、
今
日
、
外
国
か
ら
輸
入
し

て
い
る
も
の
の
、
国
で
作
る
こ
と
が
可
能
な
オ
ブ
ジ
ェ─

─

そ
れ
ら
は
そ
の

国
に
と
っ
て
新
た
な
富
の
源
泉
に
な
る
で
し
ょ
う─

─

の
製
作
準
備
の
た

め
で
す
。
二
〇 

                                         

                        

 

一
九 

A
u

 su
je

t d
’u

n
e
 co

m
m

isio
n

 in
stitu

é
e p

o
u

r d
o

n
n

e
r so

n
 av

is su
r la c

réa
tio

n
 e

n
 

In
d

o
ch

in
e d

’u
n

e é
co

le p
ro

fe
ssio

n
elle su

p
é
rieu

re d
ite «

 É
co

le d
’a

rts et m
étie

rs »
, 

1
9

0
2

. R
S

T
 8

2
0

5
8

, C
en

tre
 a

rch
iv

e
 n

a
tio

n
ale V

ie
tn

a
m

. 

二
〇 

L
ettre

 d
u

 G
o

u
v

e
rn

e
u

r G
é
n

é
ra

l d
e l’In

d
o

ch
in

e ad
re

ssée
 à

 M
o

n
sie

u
r le M

in
istre

 

d
es C

o
lo

n
ie

s P
a
ris d

u
 3

0
 ju

illet 1
8

9
9

 d
e
 S

a
ig

o
n

, IN
D

O
/A

F
/3

1
6

, In
d

o
ch

in
e

 X
2

2
-2

, 

A
n

n
am

-T
o

n
k

in
, 

R
ap

p
o

rt 
d

u
 

G
o

u
v

ern
eu

r 
su

r 
l’é

co
le 

p
ro

fessio
n

n
elle

 
d

’H
an

o
i, 

A
N

O
M

. 
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右
の
総
督
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
学
校
は
、
二
つ
の
大
き
な
セ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
な
る
学
校
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
主
と
し
て
建
築
や
土
木
な
ど
の
都
市
イ

ン
フ
ラ
に
関
す
る
技
術
者
お
よ
び
職
人
の
養
成
で
あ
り
二
一

、
も
う
一
つ
は
芸
術

産
業
に
関
わ
る
人
材
の
養
成
で
あ
る
二
二

。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ド
ゥ
メ
ー
ル
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

最
初
の
部
は
、
木
工
、
石
工
、
金
物
製
造
、
機
械
工
な
ど
の
異
な
る
分
野

の
手
工
業
者
の
養
成
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
生
徒
に
は
、
主
に
実
技
を
教
え
ま
す
が
、
〔
彼
ら
は
〕
デ
ッ
サ
ン
の
基

礎
を
持
っ
て
い
ま
す
。
工
房
で
は
、
デ
ッ
サ
ン
は
、
出
来
る
限
り
の
す
べ

て
の
種
類
の
作
業
に
応
用
さ
れ
ま
す
。
二
三 

 

も
う
ひ
と
つ
の
部
は
、
藝
術
産
業
に
向
け
ら
れ
た
生
徒
た
ち
の
た
め
の
教

育
で
す
。
陶
器
、
漆
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
錫
、
刺
繍
、
象
嵌
と
い
っ
た
工
芸
作

品
の
専
門
と
な
る
た
め
の
、
装
飾
の
デ
ッ
サ
ン
授
業
で
す
。
二
四 

 

土
木
工
事
に
も
、
ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
も
共
通
し
て
必
要
な
要
件
が
「
デ

ッ
サ
ン
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
進
歩
・
発
展
を
も
た
ら
す
科
学
的
な
ス
キ
ル
で

あ
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
総
督
の
手
紙
か
ら
読
み
取
れ
る
二
五

。
た
だ
し
、

d
essin

と
一
口
に
言
っ
て
も
様
々
だ
。
例
え
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
に
は
「
製
図

デ
ッ
サ
ン

」

や
幾
何
学
画
法
が
あ
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー

ク
の
教
員
だ
っ
た
ガ
ス
パ
ー
ル
・
モ
ン
ジ
ュ
（G

asp
ard

 M
o

n
g

e, 1
7

4
6

-1
8

1
8

）

                                        

                        

 

二
一 

こ
の
学
校
は
、
農
業
技
師
、
会
計
士
、
車
の
運
転
手
な
ど
も
養
成
し
て
い
る
。 

二
二 

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
卒
業
生
に
与
え
ら
れ
る
資
格
証
書
は
「
装
飾
美
術
証
書

（C
e
rtific

at d
’é

tu
d

es d
’A

rt d
é
co

ratif

）
」
で
あ
っ
た
。 

二
三 

Ib
id

. 

二
四 

Ib
id

. 

二
五 

V
icto

r T
a
rd

ie
u

, R
ap

p
o

rt au
 su

jet d
e l’éco

le, In
d

o
 G

G
I/5

1
0

3
9

, C
A

O
M

. 

ら
が
開
発
し
た
製
図─

─

建
造
物
や
製
品
を
設
計
し
た
り
、
問
題
を
解
決
す
る
手

段─
─

を
描
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
二
六

。
そ
れ
に
加
え
て
、
素
描
・
紋
様
・
図

案
、
い
わ
ゆ
る
線
の
技
術
と
し
て
の
「
デ
ッ
サ
ン
」
も
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
だ
二
七

。

「
デ
ッ
サ
ン
」
は
、
趣
味
を
涵
養
し
、
手
工
業
製
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
二
八

。
総
督
の
手
紙
に
は
、
こ
の
手
の
デ
ッ
サ
ン
授
業
に
対

し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
か
ら
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
産
業
芸
術
セ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
実
践
授
業
に
「
数
人
の
中
国

か
日
本
の
芸
術
家
を
配
属
す
る
」
二
九

こ
と
が
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
。
計

画
通
り
、
一
九
〇
二
年
に
、
日
本
か
ら
二
人
の
芸
術
家
が
ハ
ノ
イ
に
渡
っ
て
い

っ
た
。
東
京
美
術
学
校
の
鋳
造
科
出
身
の
石
川
浩
洋
と
、
漆
科
出
身
の
石
河
寿

衛
彦
で
あ
る
三
〇

。 

都
市
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
一
九
二
〇
年
頃
に
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
政
府
は
、
産

業
芸
術
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ハ
ノ
イ
職
業
学
校
の
「
産
業
芸
術
」
セ

ク
シ
ョ
ン
は
、
一
九
〇
六
年
と
一
九
二
二
年
の
マ
ル
セ
イ
ユ
植
民
地
博

（E
x

p
o

sitio
n

 n
atio

n
ale co

lo
n

iale d
e M

arseille

）
で
も
活
躍
を
し
、
さ
ら
に
、

ベ
ト
ナ
ム
人
主
催
の
初
の
美
術
展
覧
会
で
あ
る
一
九
二
三
年
の
開
智
進
徳
会
の

サ
ロ
ン
に
も
お
い
て
は
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
三
一

。
こ
う
し
た

な
か
、
芸
術
・
美
術
と
い
っ
た
学
問
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
「
実
業
」
の
学
だ

                                        

                        

 

二
六 

「
画
法
幾
何
学
」
を
発
案
し
た
彼
は
、
立
体
物
を
二
次
元
の
紙
の
上
に
表
す
と
い
う

方
法
を
体
系
化
し
、
実
学
的
な
学
問
へ
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。 

二
七 

S
tép

h
an

e
 L

a
u

ren
t, L

e
s a

rts a
p

p
liq

u
és e

n
 F

ra
n

c
e, G

en
èse

 d
’u

n
 en

se
ig

n
em

en
t, 

P
a
ris, E

d
itio

n
 d

u
 C

T
H

S
, 1

9
9

9
, p

.1
0

9
-1

1
1

. 

二
八 

A
g

n
ès L

ah
a
lle

,, p
. 4

5
-4

7
. 

二
九 

Ib
id

. 

三
〇 

A
rtiste

s jap
o

n
ais en

g
ag

é
s à

 l’É
co

le p
ro

fessio
n

elle
 d

e
 H

an
o

ï 1
9

0
1

-1
9

0
6

, In
d

o
 

G
G

I. 2
1
1

6
1

, C
A

O
M

. 
 

三
一 

一
九
二
三
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
日
に
か
け
、
ハ
ノ
イ
の
開
智
進
徳
会

館
に
て
、「
サ
ロ
ン
（đ

ấu
-x

ảo

）
」
が
開
催
さ
れ
た
。（“

C
u

ộ
c đ

ấu
-x

ảo
 củ

a H
ộ

i K
h

ai T
rí 

T
iến

 Đ
ứ

c tại H
à
 N

ộ
i”

, N
.P

., n
°7

5
, d

é
cem

b
re 1

9
2

3

）
。 
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と
思
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
知
識
人
が
記
し
た
日
本
の
教
育

に
関
す
る
記
事
（
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
執
筆
と
推
定
）
に
は
、
実
業
学
校
（
仏

語
で
はen

seig
n

em
en

t 
p

ro
fessio

n
n

el

と
表
記
）
が
、
「
藝
術
学
校
」
と
漢
訳

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
【
図
６
】
三
二

。 
産
業
芸
術
セ
ク
シ
ョ
ン
が
メ
イ
ン
と
な
っ
た
ハ
ノ
イ
職
業
学
校
は
、
当
時
の

校
長
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
イ
エ
ロ
ル
ツ
（G

u
stav

e H
ierh

o
ltz, 1

8
7

7
 -1

9
5

4

）
に
よ

っ
て
教
育
内
容
が
変
革
さ
れ
、
「
ハ
ノ
イ
応
用
美
術
学
校
（É

co
le 

d
es 

arts 

ap
p

liq
u

és d
e H

an
o

ï
）
」
と
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
改
名
し
た
三
三

。
残
念
な
が

ら
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
教
育
内
容
が
改
革
さ
れ
た
の
か
は
確
認
で
き

な
い
し
、
名
称
変
更
の
理
由
も
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
一
九
三
一
年
の
報
告

書
『
東
京

ト
ン
キ
ン

の
教
育
』
三
四

を
読
む
と
、
相
変
わ
ら
ず
、
手
仕
事
へ
の
軽
視
が
、
ベ

ト
ナ
ム
社
会
に
根
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

報
告
書
『
東
京

ト
ン
キ
ン

の
教
育
』
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
教
育
に
携
わ
っ
て

い
た
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
、「
職
能
教
育
の
訓
練
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
地
方

の
必
要
性
と
可
能
性
と
い
う
狭
い
型
に
嵌
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
三
五

も
の
の
、

                                        

                        

 

三
二 

P
h

a
m

 Q
u

y
n

h
, N

o
u

v
ea

u
x essa

is F
ra

n
co

-A
n

n
a

m
ite

, H
u

é
, E

d
. B

iu
i-H

u
y

-T
in

,1
9

3
8

, 

p
.1

0
3

. 

た
だ
し
、
こ
の
書
は
、
開
智
進
徳
会
の
青
年
た
ち
が
ク
イ
ン
の
記
事
を
編
集
・
翻

訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
ク
イ
ン
本
人
の
誤
訳
と
い
う
よ
り
、
訳
者
や
編
者
の
誤
訳
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。 

三
三 

た
だ
し
、
純
粋
美
術
の
対
立
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
「
応
用
美
術
」
と
い
う
名

称
を
付
与
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
学
校
は
そ
れ
ほ
ど
本
格
的
に
応
用
美
術
を
行
わ
な
か

っ
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
（L

ettre 
d

’A
m

éd
é
e 

T
h

alam
as 

ad
re

ssée
 

au
 

m
in

istre 
d

e
s 

co
lo

n
ies le 1

2
 fév

rie
r 1

9
3

1
, E

n
se

ig
n

em
e
n

t p
ro

fe
ssio

n
n

el, IN
D

O
/5

1
5

4
9

, C
A

O
M

）
。

一
九
三
一
年
、
産
業
実
業
学
校
（É

co
le p

ratiq
u

e d
’in

d
u

strie

）
に
名
称
変
更
さ
せ
ら
れ

た
。 

三
四 
L

’In
stru

ctio
n

 
p

u
b

liq
u

e 
d

u
 

G
o

u
v

e
rn

eu
r 

G
én

é
ral 

d
e 

l’In
d

o
ch

in
e
, 

E
xp

o
sitio

n
 

co
lo

n
ia

le
 1

9
3

1
. T

o
n

k
in

 sc
o

la
ire. U

n
 p

a
y
s d

’a
d

a
p

ta
tio

n
s p

éd
a

g
o

g
iq

u
e
s o

rig
in

a
le

s, 

Im
p

r. d
’E

x
trê

m
e
-O

rien
t (H

an
o

ï), 1
9

3
1

. 

三
五 

Ib
id

. p
. 5

8
. 

そ
れ
は
「
危
険
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
現
地
人
の
反

発
を
買
え
ば
、
産
業
の
労
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
時
間
が

か
か
る
が
、
手
仕
事
の
大
切
さ
を
、
頭
仕
事
と
の
関
連
に
お
い
て
繰
り
返
し
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。 

フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
、
「
職
業
教
育
の
な
か
の
一
部
に
は
、
一
般
教
育
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
逆
も
同
じ
で
あ
り
、
技
術
と
知
識
の
間
に
は
関
連
性
が
あ
る
」三
六

と
い
う
こ
と
を
ベ
ト
ナ
ム
で
主
張
・
実
践
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
小
学
校
に
お
け
る
手
仕
事
の
時
間
の
導
入
な
ど
の
試
み
が
あ
る
。「
現
地
人

の
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
学
校
に
お
い
て
手
仕
事
を
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
が
、
そ
の
う
ち
に
、
「
産
業
の
た
め
に
は
、

腕
と
頭
脳
（
の
双
方
）
が
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
ゆ
っ
く
り
と
認
知
さ
れ
て

い
た
と
い
う
三
七

。 

ま
た
、
先
に
触
れ
た
、
ト
ム
ソ
ン
指
揮
官
や
パ
ス
キ
エ
理
事
の
悩
み
の
種
で

あ
っ
た
手
仕
事
へ
の
偏
見
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
産
業
の
一
歯
車
と
し
て

の
匿
名
的
な
職
工
に
な
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
るap

p
ren

tisag
e 

（
見
習
い
）

やp
ro

fessio
n

n
el

（
職
業
・
職
能
）
で
は
な
く
、arts 

ap
p

liq
u

és

（
応
用
美
術
）

と
い
う
新
し
い
名
称
を
学
校
名
に
用
い
る
こ
と
も
有
益
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

一
般
的
に
は
、「
応
用
美
術
」
は
、
美
術
の
実
用
へ
の
応
用
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
建
前
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
方
的
な
ベ
ク
ト
ル
で
は
括
れ
な

い
の
が
現
実
だ
。
科
学
的
原
理
を
技
術
に
「
応
用
」
さ
せ
、
軍
事
・
産
業
・
経

済
的
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
「
応
用
科
学
」
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
わ
か
り
や

す
い
か
も
し
れ
な
い
。
「
応
用
科
学
」
も
、
現
実
的
な
利
益
が
先
行
す
る
研
究

で
あ
る
が
、
科
学
の
技
術
へ
の
演
繹
的
な
「
応
用
」
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ

る
。
上
山
隆
大
に
よ
れ
ば
、
純
粋
な
「
基
礎
科
学
」
と
い
う
概
念
は
、「
利
益
に

                                        

                        

 

三
六 

Ib
id

. p
.6

8
. 

三
七 

Ib
id

., p
.6

8
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直
接
結
び
つ
か
な
い
科
学
研
究
」
が
根
付
き
に
く
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

金
銭
獲
得
の
方
便
と
し
て
「
応
用
科
学
」
と
の
対
比
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

虚
像
だ
っ
た
と
い
う
三
八

。 
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
美
術
」
も
、
実
地
へ
の
適
用─

─

イ
ン
ド
シ
ナ
の
経
済

的
実
利
を
見
越
し
て─

─

が
先
行
す
る
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
だ
と
す
れ

ば
、「
美
術
」
も
ま
た
、
応
用
美
術
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
虚
像
」
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
第
一
、「
美
術
」
と
い
う
概
念
も
教
育
も
な
か
っ
た
は
ず
の

当
時
の
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
、
そ
れ
を
「
応
用
」
す
る
こ
と
自
体
が
矛
盾
だ
。

純
粋
な
「
美
」
か
ら
、
装
飾
や
工
芸
な
ど
の
「
応
用
美
術
」
が
派
生
す
る
と
い

う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
流
れ
で
は
な
く
、
実
際
は
、
そ
の
逆
な
の
だ
。 

か
つ
て
コ
ル
ベ
ー
ル
が
整
え
た
絵
画
・
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
彼
の
提
唱
し

た
重
商
主
義
政
策
と
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
も
、
殖

産
興
業
や
外
貨
獲
得
と
い
う
経
済
的
実
利
と
い
う
目
的
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ

に
「
美
術
」
が
駆
り
出
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。「
美
術
」
は
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
い
て
も
、
商
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
権
威
づ
け
の
た
め
、
ま
た
、
手
仕
事

へ
の
軽
視
払
拭
の
た
め
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
（
ま
た
、
ギ
ル
ド
の
よ

う
な
旧
組
織
を
壊
す
も
の
も
あ
っ
た
）
。 

一
方
、
西
洋
科
学
を
取
り
入
れ
よ
う
と
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
二
〇
世
紀

初
頭
の
ベ
ト
ナ
ム
の
地
で
、「
美
術
」
は
、
エ
リ
ー
ト
や
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
的
に
映
る
も
の
だ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
に
「
ハ
ノ
イ
職
業
学
校
」
が
「
ハ

ノ
イ
応
用
美
術
学
校
」
と
改
名
さ
れ
た
頃
、「
応
用
美
術
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

「
美
術
」
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ひ
と
り
が
、
知
識
人
フ

ァ
ム
・
ク
イ
ン
（P

h
ạm

 Q
u

ỳ
n

h
, 1

8
9

4
-1

9
4

5

）
だ
っ
た
。
彼
は
、
一
九
二
二
年

の
「
美
術
運
動
」
や
、
一
九
二
三
年
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ
る
初
の
「
美
術
サ
ロ

                                        

                        

 

三
八 

上
山
隆
大
『
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
を
越
え
て
』
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二

〇
一
〇
年
、
一
六
三
頁
。
村
上
陽
一
郎
も
、
十
九
世
紀
に
誕
生
し
た
「
科
学
」
は
、
も
と

は
実
地
へ
の
適
用
を
背
景
と
し
た
「
応
用
」
科
学
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
村
上
陽
一

郎
、
前
掲
書
、
一
二
九-

一
三
〇
頁
）
。 

ン
」
の
開
催
を
通
し
、
実
用
芸
術
で
は
な
い
「
美
術
」
を
創
作
し
て
い
く
必
要

を
説
い
て
い
る
。 

 

欧
州
人
に
は
、
絵
を
画
く
職
業
と
、
像
を
作
る
職
業
が
、
最
も
上
品
だ
と

お
も
わ
れ
て
い
る
。
欧
州
の
古
い
美
学
で
は
、
美
術
と
い
え
ば
、
そ
の
二

つ
の
み
で
あ
る
。
残
り
は
、
工
芸
に
属
し
、
美
術
で
は
な
い
。
現
代
の
欧

州
の
サ
ロ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
画
と
像
ば
か
り
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
欧
州
人
は
、

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
二
つ
の
職
業
の

み
が
、
創
造
力
と
内
面
の
意
志
を
発
揮
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。

他
の
職
業
は
、
器
用
さ
を
発
揮
す
る
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
三
九 

  

こ
こ
に
は
、
工
芸
と
美
術
の
間
に
境
界
を
引
き
、「
美
術
」
を
よ
り
優
れ
た
も

の
と
し
て
み
な
す
ク
イ
ン
の
見
解
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
「
応
用
美
術
」
（
つ

ま
り
、「
美
術
」
が
職
人
た
ち
の
技
術
を
高
次
元
へ
と
引
き
上
げ
る
と
い
う
考
え

方
）
と
い
う
名
称
か
ら
も
理
解
で
き
る
が
、
芸
術
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
し
て
も
、

純
粋
な
「
美
術
」
の
ほ
う
が
、「
応
用
美
術
」
や
「
工
芸
」
よ
り
も
格
上
と
さ
れ

て
い
た
わ
け
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
科
挙
は
一
九
一
九
年
に
廃
止
さ
れ
た
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
文
人
的
な
素
養
を
伝
承
し
て
き
た
家
系
に
生
ま
れ
た
エ
リ
ー

ト
や
知
識
人
た
ち
に
は
、「
商
品
」
を
生
み
出
す
た
め
の
応
用
美
術
よ
り
も
、
実

利
と
無
関
係
と
さ
れ
て
い
た
「
美
術
」
の
方
が
魅
力
的
に
映
っ
た
の
は
当
然
だ

ろ
う
。
た
だ
、「
美
術
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
許
さ
れ
て
い
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
人

に
は
許
さ
れ
て
い
な
い
も
の
だ
っ
た
。
次
の
文
章
は
、
一
九
二
〇
年
に
発
表
さ

れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
芸
術
局
の
グ
ロ
リ
エ
の
も
の
で
あ
る
。 

 
〔
イ
ン
ド
シ
ナ
の
〕
現
地
人
た
ち
は
、
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
を
す
る

                                        

                        

 

三
九 

P
h

ạ
m

 Q
u

ỳ
n

h
, «

 C
u

ộ
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0
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狂
信
家
（illu

m
in

é

）
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
政
府
は
職
人
を
働
か
せ
る
べ

き
で
あ
る
。
即
時
に
彼
ら
は
造
り
、
即
時
に
そ
れ
ら
は
買
い
手
に
よ
っ
て

買
わ
れ
る
。
四
〇 

  

グ
ロ
リ
エ
だ
け
で
な
く
、
芸
術
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
、

少
な
く
て
も
一
九
二
〇
年
の
時
点
で
は
、
デ
ッ
サ
ン
を
指
導
す
る
美
術
教
育
を

取
り
入
れ
て
も
、
純
粋
美
術
を
現
地
の
人
々
に
教
授
す
る
予
定
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
「
美
術
」
教
育
を
取
り
入
れ
て
も
、
そ
れ
は
純
粋
美
術

の
た
め
で
は
な
く
、「
お
土
産
」
と
し
て
の
手
工
業
品
の
た
め
で
あ
る
と
グ
ロ
リ

エ
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
二
五
年
に
開
校
さ
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術

学
校
の
公
文
書
や
、
学
校
に
関
す
る
記
事
か
ら
も
確
認
が
で
き
る
。 

 

こ
の
美
術
学
校
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
考
え
る

こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
。
学
校
は
、
設
計
者
（m

aître

）
や
教
師
の
た
め

に
設
立
さ
れ
た
四
一

。 

 

〔
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
学
校
と
〕
名
前
が
類
似
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

〔
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
を
〕
未
来
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
養
成
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
機
関
と
し
て
、
く
れ
ぐ
れ
も
考
え
な
い
で

ほ
し
い
。
四
二 

 

 

ま
た
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
「
美
術
」
を
享
受
す
べ
き
だ
と
い
う
観
点

                                        

                        

 

四
〇 

G
.G

ro
lie
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«

 Q
u

e
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d
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d
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d

e
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V
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u
x 

H
u

é
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o
cto

b
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éc
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b

re 1
9

2
0

, p
.4

5
0
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四
一 
G

o
u

v
e
rn

e
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é
n

e
ra

l d
e l’in

d
o

ch
in

e , L
ég

atio
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m
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n
, B
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u

x
-A
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1
9

2
5

, In
d

o
/G

G
I, 5

1
0

3
2

8
, C

A
O

M
. 

四
二 

H
e
n

ri 
M

en
jau

d
, 

«
 

L
a 

rén
o

v
atio

n
 

d
e 

l’a
rtisan

a
t 

an
n

am
ite 

p
a
r 

l’éco
le 

d
e
s 

B
eau

x
-a

rts d
e H

an
o

ï »
, L

e
 m

o
n

d
e
 co

lo
n

ia
l illu

stré
, n

o
.1

5
9

, o
cto

b
re 1

9
3

6
, p

.1
1

7
a. 

か
ら
、
次
の
よ
う
に
語
る
現
地
の
美
術
指
導
者
も
い
た
。 

 

養
成
す
べ
き
は
、
顧
客
を
持
っ
て
い
な
い
エ
リ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

は
な
い
。
エ
リ
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
・
サ
イ
ゴ
ン
・

フ
エ
・
ハ
ノ
イ
を
小
さ
な
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
し
か
し
な
い
だ
ろ
う
。
四
三 

 

一
九
三
二
年
の
雑
誌
『
風
俗
（P

h
o

n
g

 H
ò

a

）
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
作
家
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
ニ
ャ
ッ
ト
・
リ
ン
（N

h
ất L

in
h

, N
g

u
y

ễn
 T

ư
ờ

n
g

 T
am

, 1
9

0
6

 

–
1

9
6

3

）
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
四
四

【
図
７
】
に
は
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
粗
末
な

衣
服
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
画
家
が
描
か
れ
て
い
る
。
油
画
の
パ

レ
ッ
ト
を
持
つ
彼
は
油
絵
画
家
だ
。
イ
ー
ゼ
ル
上
に
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
を
彷
彿
と
さ
せ
る
キ
ャ
ン
バ
ス
が
あ
り
、
画
中
の
男
性
は
、
純
粋
美
術
を
追

い
求
め
る
画
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
画
は
、
西
洋

由
来
の
「
美
術
」
の
新
し
さ
や
、
個
人
の
霊
感
や
想
像
力
の
新
し
さ
を
表
現
し

た
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
四
五

。
た
だ
し
、
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム

で
、
純
粋
美
術
の
担
い
手
の
養
成
が
極
力
回
避
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
事
実
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
ニ
ャ
ッ
ト
・
リ
ン
の
画
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（n

h
à m

ỹ
-th

u
ật

）
、

イ
コ
ー
ル
、
狂
信
家
と
い
う
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
人
植
民
者
た
ち
の
言

説
と
レ
ッ
テ
ル
を
滑
稽
に
風
刺
し
た
戯
画
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。 

実
際
、
画
家
志
望
者
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
し
、
ニ
ャ
ッ
ト
・
リ
ン
本

人
で
す
ら
、
美
術
家
を
目
指
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
で
学
ん
で
い
た
。
た

だ
し
、
彼
ら
に
は
、
「
応
用
美
術
」
を
通
し
て
の
み
し
か
、
「
美
術
」
に
近
づ
く
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道
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
後
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
か
ら
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
画
家

が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
の
一
期
生
で
あ
り
、
一

九
三
二
年
、
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
美
術
家
協
会
（la S

o
ciété d

es 

artistes fran
çais

）
の
一
員
と
な
っ
た
レ
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
（L

ê V
ăn

 Đ
ệ , 1

9
0

6
-1

9
6

6

）

【
図
８
】
は
、「
私
の
作
品
は
、
絵
画
の
た
め
の
絵
画
で
は
な
い
」
と
言
い
な
が

ら
大
成
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
逆
説
的
だ
が
、「
こ
れ
は
純
粋
美
術
で

は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
く
こ
と
が
、
仏
印
下
の
ベ
ト
ナ
ム
人
画
家
た
ち
に
と

っ
て
、
唯
一
、
支
配
者
と
正
面
衝
突
す
る
こ
と
な
し
に
「
純
粋
美
術
」
に
よ
り

近
い
作
品
を
制
作
し
て
い
く
道
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

 

結
び こ

れ
ま
で
の
記
述
を
整
理
し
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
、
「
手
仕
事
へ
の

蔑
視
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ア
ー
ル
・
ゼ
・
メ
テ
ィ
エ
方
式
の
学
校
を
創
っ

た
。
科
学
と
技
術
の
総
合
を
目
指
し
た
百
科
全
書
派
た
ち
の
精
神
を
土
台
に
し

た
フ
ラ
ン
ス
式
の
手
法
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ

る
。 都

市
整
備
が
整
っ
た
後
は
、
貿
易
黒
字
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
産
業
に
目
が

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
美
術
と
技
術
の
総
合
が
焦
点
と
な
っ
て
い
く
。
そ

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
当
時
流
行
し
て
い
た
装
飾
芸
術
を
生
み
出
す
た
め
に
応
用

美
術
教
育
が
導
入
さ
れ
る
。「
美
術
」
と
い
う
切
札
を
出
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム

に
根
強
く
残
っ
て
い
た
手
仕
事
へ
の
蔑
視
や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
乗
り
越
え
さ

せ
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
た
な
か
、
提
示
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
不
在
で
あ
り
、

し
か
も
、
工
芸
や
装
飾
よ
り
も
格
上
と
さ
れ
る
「
美
術
（B

eau
x

-arts

）
」
を
所

望
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
が
現
れ
る
。「
美
術
」
と
い
う
概
念
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ

美
術
学
校
が
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
既
に
導
入
さ
れ
、
誘
起

さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
。 

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
「
美
術
」
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
技
術
を
産
業
に
結

び
付
け
よ
う
と
計
画
す
る
な
か
で
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
事
情

は
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
美
術
学
校
が
工
部
省
の
も
と
に
創
ら
れ
た
歴
史
を

彷
彿
と
さ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
は
、
「
美
術
」

は
、「
工
」
と
い
う
領
域
内
で
の
み
利
用
さ
れ
、
そ
こ
に
留
ま
る
も
の
と
し
て
導

入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
理
解
で
き
た
。
導
入
さ
れ
、
応
用
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
同
時
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
「
美
術
」
。
こ
う
し
た
ダ
ブ

ル
バ
イ
ン
ド
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
画
家
を
め
ざ
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
人
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
作
戦
を
練
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
専
ら
実
学
の
た
め
に
導
入
さ

れ
た
「
美
術
」
は
、
最
終
的
に
、
ど
の
よ
う
に
純
化
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
の

か
。
こ
れ
を
次
稿
の
課
題
と
し
た
い
。 
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【
表
１
】
ベ
ト
ナ
ム
で
応
用
美
術
学
校
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
四
校 

  

 
 

École de Thu Dau Mot トゥーザウモット学校  

木工関係の職人と専門家を養成するための学校。卒業生たちは 高級

家具職人と漆職人組合（  Association corporative des ébénistes et 

laqueurs）に入会。1901年創立。サイゴン郊外。 

École de Bien Hoa ビエンホア学校 

トゥーザウモット学校の次につくられた1903年設立。サイゴン郊外。

ヴィクトール・ラモルトなる画家の提言によって開校された。青銅器

と陶器の職人と専門家を養成することを目的とした。 

École de Gia Dinh  ザーディン学校 

1913 年開校。デッサンの専門家養成のために作られる。卒業生は、

ビエンホアやトゥーザウモット学校のデッサン講師として、あるいは

挿絵家として出版社などに就職した。1940 年には建築学科が増設さ

れている。 

École des arts appliqués de Hanoï ハノイ応用美術学校 

1998年に創立が決定し、1902年から本格的に始動した。創立の目的

は、「安南の職工・職人たちが、現在の芸術ムーヴメントと関連する

美学に向って、彼ら生来の趣味を発展させる」ため。当初は「ハノイ

職業学校（École professionnelle de Hanoi）」と呼ばれた。産業・装飾

芸術部門においては、刺繍、彫刻、宝石、貴金属、象嵌加工、銅・錫

鋳造、陶器、漆などの教室に細分化されていた。 

参考文献：Au sujet d’une commision instituée pour donner son avis sur la création 

en Indochine d’une école professionelle supérieure dite « Ecole d’arts et métiers », 

1902 (RTS 82057, CANV Hanoi) : Nadine André-Pallois, L’Indochine: un lieu 

d’échange culturel ? : Les Peintres français et indochinois, Paris, École française 

d’Extrême-Orient, 1997, p.209-214. 
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【図１】フランスの海運・植民地大臣に宛てたトムソン指揮官の手紙

（1883 年 7 月 31 日）。  
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【図２】海運・植民地省経由でインドシナ政府に送られてきたドゥ

リス国立工員養成学校（アルジェリア）のパンフレット。  
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【図３】（上）ハノイ応用美術学校、木工作業の様子。 

【図４】（下）ハノイ応用美術学校、鋳造工房の様子。（L’Instruction 

publique du Gouverneur Général de l’Indochine, Exposition coloniale 1931. 

Tonkin scolaire. Un pays d’adaptations pédagogiques originales, Impr. 

d’Extrême-Orient (Hanoï), 1931 より） 
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【図５】植民地大臣に宛て、ハノイ職業学校について詳細を述べてい

る総督ポール・ドゥメールの手紙（1889 年 7 月 30 日）。  
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【図６】（上）実業学校（仏語では école professionnelle）が、「藝術学校」

と漢訳されている（Pham Quynh, Nouveaux essais Franco-Annamite, Hué, Ed. 

Biui-Huy-Tin,1938, p.103）。 

【図７】（下） 「美しい、実に美しい」と語る芸術家を描いたニャット・

リンの戯画。キャプションには「芸術家の目は違う」とある（Nhất Linh, « 

Con mất nhà mỹ-thuật có khác», Phong Hóa, novembre 1932）。 
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【図８】アジア人として初めてフランス美術家協会の会員とな

ったレ・ヴァン・デ（Lê Văn Đệ , 1906-1966）の作品。 


